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文
責 

理
事
長 

大
川 

照
夫  

当
会
特
定
非
営
利
活
動
法
人
建
築
G

メ
ン
の
会
は
、
『
欠
陥
建
築
』
を
な
く
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

に
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
、
八
年
が
経
過

し
、
九
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
の

批
判
的
意
見
も
聞
こ
え
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
地
域
・
地
区
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
講
演
会
や
相
談
会
の
開
催
、
行

政
や
民
間
団
体
の
主
催
す
る
講
演
会
へ

の
講
師
の
派
遣
を
通
し
て
、
欠
陥
建
築
や

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策
に
つ
い
て
の
消

費
者
へ
の
啓
蒙
活
動
を
着
実
に
実
行
し

て
き
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
欠
陥
建
築
を
手
に
し
た
消
費
者

の
悲
痛
な
訴
え
に
応
え
る
べ
く
、
欠
陥
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
予
防
的
観
点
か
ら

は
、
工
事
中
の
建
物
の
第
三
者
検
査
に
取

り
組
ん
で
、
欠
陥
建
築
を
つ
く
ら
せ
な
い

よ
う
、
多
く
の
建
築
G
メ
ン
が
日
々
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
建
築
に
か
か
わ
る
問

題
は
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
を
は
じ
め
、
耐

震
偽
装
や
建
材
の
大
臣
認
定
偽
装
、
超
高

層
建
物
を
含
む
多
く
の
建
物
で
の
深
刻

な
施
工
ミ
ス
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
続
出
し

て
い
ま
す
。 

当
会
の
活
動
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
存

在
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
必
要
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

広
報
や
渉
外
活
動
を
始
め
と
し
て
、
新

年
度
の
役
員
各
位
と
一
丸
と
な
っ
て
、
活

発
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
社
員
・
会
員
、
関
係
各
位
に
は
、

会
の
活
動
へ
の
更
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。 

 

□
二
〇
〇
八
年
度
役
員
の
ご
紹
介 

六
月
七
日
の
定
例
理
事
会
に
お
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事

の
互
選
に
よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
が

以
下
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
の
表

記
は
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
部
会
を
示

し
、
う
ち
部
会
名
を
□
で
囲
ん
で
表
示
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
事
等

が
当
該
部
会
の
長
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。 

 

 

理
事
長 

大
川
照
夫
「
財
務
部
会
、
技
術
研
究
部

会
（
法
務
・
法
規
）」 

副
理
事
長 

第
一
位 

山
本
孝
「
総
務
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
法
務
・
法
規
）」 

第
二
位 

川
口
晴
保
「
広
報
部
会
（
会

報
、
HP
担
当
）」 

常
任
理
事 

大
川
照
夫 

山
本
孝 

川
口
晴
保 

石
岡
善
正
「
総
務
部
会
、
広
報
部
会
（
会

報
担
当
）」 

石
川
芳
久
「
技
術
研
究
部
会
（
設
備
）
、

研
修
・
講
習
部
会
、
総
務
部

会
」 

田
岡
照
良
「
渉
外
部
会
、
研
修
・
講
習

部
会
、
技
術
研
究
部
会
（
設

備
）、
出
版
」 

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
構
造
工
法
）」 

理
事 赤

坂
裕
志
「
研
修
・
講
習
部
会
、
総
務

部
会
、
技
術
研
究
部
会
（
法

務
・
法
規
）」 

小
野
裕
己
「
研
修
・
講
習
部
会
」 

蒲
生
政
明
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）、
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渉
外
部
会
）」 

佐
藤
賢
典
「
渉
外
部
会
、
技
術
研
究
部

会
（
構
造
工
法
）」 

杉
山
尚
子
「
広
報
部
会
（
HP
担
当
）
」 

鈴
木
幸
司
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
、

HP
担
当
統
括
）、
渉
外
部
会
」 

髙
木
幸
一
「
研
修
・
講
習
部
会
、
広
報

部
会
（
会
報
担
当
）
、
渉
外

部
会
」 

槻
田
昌
明
「
渉
外
部
会
、
技
術
研
究
部

会
（
構
造
工
法
）
、
財
務
部

会
」 

松
下
峻
夫
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
統

括
）
、
渉
外
部
会
」 

松
永
勝
利
「
研
修
・
講
習
部
会
、
渉
外

部
会
」 

宮
田
義
弘
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）、

技
術
研
究
部
会
（
法
務
・
法

規
）
」 

監
事 大

木
昭
治 

事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
出
版
部
会
、
広
報
部
会
（
HP

担
当
）、
財
務
部
会
」 

文
責 

常
任
理
事 

石
川 

芳
久 

Ʀ

ᶅ
ǵ
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日
本
で
最
初
の
水
道
が
横
浜
の
外
人

居
留
地
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
道
端
に
は
、

英
国
か
ら
の
輸
入
品
で
ラ
イ
オ
ン
の
口

か
ら
水
が
出
て
く
る
デ
ザ
イ
ン
の
共
用

水
栓
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
共
用
水

栓
が
日
本
で
使
わ
れ
た
最
初
の
衛
生
陶

器
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
で
水

栓
を
作
る
と
き
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
の

守
護
神
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
を
、
中
国
や
日

本
の
水
の
守
護
神
で
あ
る
龍
に
変
え
て

龍
の
口
か
ら
水
を
出
す
形
に
し
ま
し
た

が
、
龍
が
蛇
と
混
同
さ
れ
て
、
水
栓
を
蛇

口
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

陶
器
で
作
ら
れ
た
便
器
が
登
場
し
た

の
も
明
治
二
〇
年
（
一
九
八
七
年
）
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。
唐
草
や
花
鳥
を
描
い
た

織
部
調
の
釉
薬
を
か
け
た
美
し
い
大
便

器
や
小
便
器
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
に
な

っ
て
現
在
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
水
洗

式
和
風
便
器
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。 

Ẽ

≤
│ 

私
た
ち
が
毎
日
ご
厄
介
に
な
る
、
便
器
、

洗
面
器
、
浴
槽
な
ど
、
水
や
お
湯
を
受
け

る
水
受
け
器
、
水
栓
、
便
器
の
洗
浄
弁
、

洗
浄
用
タ
ン
ク
な
ど
で
タ
ン
ク
内
の
水

位
に
応
じ
て
給
水
す
る
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ

な
ど
の
給
水
器
具
、
排
水
ト
ラ
ッ
プ
や
床

排
水
口
な
ど
の
排
水
器
具
、
ト
イ
レ
の
紙

巻
器
や
洗
面
ま
わ
り
に
取
り
付
け
る
付

属
品
を
総
称
し
て
衛
生
器
具
と
呼
ん
で

い
ま
す
。 

 

Ẽ

∆
╢

≤
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衛
生
器
具
の
材
質
と
し
て
は
、
人
体
に

有
害
な
物
質
や
成
分
が
溶
け
出
し
て
、
人

体
の
健
康
や
衛
生
上
の
安
全
性
を
脅
か

さ
な
い
材
料
で
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す

し
、
加
工
性
の
良
い
事
も
条
件
に
な
り
ま

す
。 水

受
け
器
と
は
、
水
や
お
湯
を
受
け
る

為
に
設
け
る
容
器
を
言
い
ま
す
。
水
や
湯

を
溜
た
り
、
あ
る
い
は
、
汚
水
を
流
し
、

一
時
的
に
溜
め
る
場
所
で
あ
る
の
で
耐

水
性
に
と
み
、
汚
れ
が
付
き
に
く
く
、
清

潔
性
を
保
ち
や
す
い
材
料
で
作
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に

合
っ
た
も
の
と
し
て
便
器
や
洗
面
器
な

ど
比
較
的
小
型
の
容
器
は
、
ほ
と
ん
ど
陶

器
で
作
ら
れ
て
お
り
、
衛
生
陶
器
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
浴
槽
や
流
し
な
ど
の
大
型
の

物
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ほ
う
ろ
う
鉄

器
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
人
造
石
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。 
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≤ 
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大
便
器
に
は
、
和
風
便
器
と
洋
風
便
器

が
あ
り
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）

代
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
和
風
便
器
で
し
た
。

一
般
の
住
宅
で
は
、
和
風
大
便
器
と
小
便

器
を
別
々
に
設
置
す
る
か
、
ト
イ
レ
の
中

に
、
段
差
を
設
け
て
小
用
に
も
使
え
る
よ

う
な
、
大
小
両
用
便
器
が
、
利
用
さ
れ
て

い
て
汽
車
便
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）
代
前
半

の
公
団
住
宅
で
は
、
ま
だ
汽
車
便
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五

六
年
）
に
大
阪
の
団
地
で
洋
風
便
器
が
採

用
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
徐
徐
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
五

年
（
一
九
六
〇
年
）
か
ら
は
、
公
団
住
宅

は
全
て
洋
風
便
器
に
な
り
、
急
速
に
広
が

り
ま
し
た
。 

 

Ẽ

 

一
．
洗
い
出
し
式
和
風
便
器 
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洗
い
出
し
式
便
器
は
水
の
落
差
を
利

用
し
て
汚
物
を
器
外
に
排
出
す
る
も
の

で
、
便
鉢
の
水
が
溜
ま
る
部
分
に
汚
物
を

一
時
溜
め
て
洗
浄
時
に
ト
ラ
ッ
プ
側
へ

流
し
出
す
方
式
で
す
。
水
溜
り
が
浅
い
為

汚
物
が
水
溜
り
部
分
よ
り
露
出
し
、
臭
気

の
発
散
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
（
左
図

参
照
）。 

 

Ẽ

 

洗
浄
方
式
で
の
分
類
は
、
洗
落
と
し
式
、

サ
イ
ホ
ン
ゼ
ッ
ト
式
、
サ
イ
ホ
ン
ボ
ル
テ

ッ
ク
ス
式
、
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
式
が
あ
り
ま

す
。 

 

一
．
洗
い
落
と
し
式 

洗
い
落
と
し
式
は
水
の
落
差
で
汚
物

を
流
す
も
の
で
、
洗
い
出
し
式
と
同
じ
く
、

便
器
に
汚
物
を
溜
め
て
、
洗
浄
水
で
流
す

形
式
で
す
が
、
洗
い
出
し
式
と
比
較
し
て
、

臭
気
の
発
散
が
尐
な
い
こ
と
が
特
徴
で

す
（
右
下
図
参
照
）
。 

 

二
．
サ
イ
ホ
ン
式 

便
器
の
内
部
で
サ
イ
ホ
ン
作
用
、
起
こ

し
せ
て
、
汚
物
を
吸
い
込
む
よ
う
に
し
て

器
外
に
排
出
す
る
方
式
で
、
洗
い
出
し
式

や
洗
い
落
と
し
式
に
比
べ
れ
ば
便
器
の

水
溜
り
面
は
、
広
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

便
器
全
体
か
ら
見
る
と
十
分
と
は
い
え

ず
、
汚
物
が
付
着
し
や
す
い
部
分
が
大
き

く
、
臭
気
の
発
散
を
十
分
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
サ
イ
ホ
ン
ゼ
ッ
ト
式
よ
り
サ

イ
ホ
ン
作
用
が
弱
い
こ
と
が
特
徴
で
す

（
左
図
参
照
）
。 

 
 

 

三
．
サ
イ
ホ
ン
ゼ
ッ
ト
式 

サ
イ
ホ
ン
ゼ
ッ
ト
式
は
便
器
の
排
水

部
に
水
を
噴
出
し
て
強
い
サ
イ
ホ
ン
作

用
を
起
こ
し
て
吸
い
出
す
構
造
で
サ
イ

ホ
ン
式
よ
り
水
溜
り
面
が
広
く
臭
気
の

発
散
が
尐
な
い
、
現
在
の
水
洗
便
器
と
し

て
は
、
最
良
の
も
の
と
い
え
ま
す
（
左
図

参
照
）。 

 
 

四
．
サ
イ
ホ
ン
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
式 

サ
イ
ホ
ン
作
用
に
回
転
運
動
を
与
え

る
渦
巻
作
用
を
加
え
、
吸
引
・
洗
浄
を
強

力
に
し
た
も
の
で
、
洗
浄
音
が
小
さ
い
こ

と
が
特
徴
で
す
（
左
図
参
照
）。 

 
 

五
．
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
式 

噴
射
口
か
ら
洗
浄
水
を
強
く
噴
出
さ

せ
て
留
水
を
排
水
管
へ
誘
い
出
し
、
汚
物

を
吹
飛
ば
し
て
器
外
へ
排
出
す
る
も
の

で
、
便
器
の
詰
り
が
尐
な
い
が
、
強
力
な

噴
射
力
を
得
え
る
た
め
に
水
圧
は
七
〇

ｋ
Ｐ
ａ
以
上
を
必
要
と
し
ま
す
（
左
図
参

照
）。 
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会の活動にご協力ください！ 

●会員の種類 ●年会費 

社員    24,000 円 

消費者社員  12,000 円 

会員(個人)    6,000 円 

会員(団体)   48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 
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文
責 
社
員 

川
村 

昇
進 

宅
地
開
発
は
、
条
件
が
悪
く
な
る
傾
向
に

あ
り
、
大
地
部
に
お
け
る
傾
斜
地
や
沖
積

低
地
な
ど
の
ケ
ー
ス
で
は
、
擁
壁
な
ど
の

ハ
ラ
ミ
変
形
な
ど
の
問
題
や
建
物
の
不

同
沈
下
・
宅
地
の
陥
没
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。 

最
近
は
住
宅
を
建
設
す
る
前
に
、
ほ
と
ん

ど
の
現
場
で
地
質
調
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
住
宅
の
地
盤
は
、
保
証
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。 

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
地
盤
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
は
、
施
主
の
責
任
（
建
物
な
ど
荷
重

に
よ
る
不
同
沈
下
）
と
、
ほ
か
の
原
因
（
下

水
道
工
事
等
の
影
響
に
よ
る
沈
下
、
盛
土

に
よ
る
沈
下
）
が
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
因
果
関
係
が
判
明
さ
れ
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
に
、
行
政
も
こ
の
点
か
ら
逃

げ
て
い
る
。 

ま
た
、
あ
ま
り
高
度
な
技
術
を
要
求
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
普
通
の
技
術
で
地

盤
を
調
査
し
て
基
礎
を
設
計
す
れ
ば
、
法

的
に
は
、
問
題
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

現
状
の
宅
地
の
地
盤
調
査
の
主
流
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験

で
あ
る
。
こ
の
試
験
は
、
簡
易
で
支
持
力

の
推
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。 

し
か
し
、
こ
の
試
験
結
果
か
ら
住
宅
が
傾

く
地
盤
の
不
同
沈
下
が
、
予
測
で
き
な
い
。

も
し
、
こ
の
試
験
方
法
で
、
１
Ｋ
Ｎ
（
一

〇
〇
㎏
）
の
荷
重
で
、
地
表
面
よ
り
深
さ

二
ｍ
の
自
沈
す
る
層
、
深
さ
二~

五
ｍ
の

間
に
五
〇
〇
Ｎ
（
五
〇
㎏
）
の
自
沈
す
る

層
が
分
布
し
て
い
る
と
き
は
、
再
度
地
質

調
査
方
法
を
変
え
て
、
建
築
物
の
部
分
の

有
害
な
損
傷
・
変
形
お
よ
び
沈
下
が
生
じ

な
い
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
規
定
し
て
い
る
「
建
築
基
準
法
（
国

土
交
通
省
告
示
第
一
一
一
三
号
）」。
し
か

し
、
実
際
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。 
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文
責 

社
員 

野
木 

宗
生 

家
を
建
て
る
こ
と
は
、
一
生
の
間
で
一
番

大
き
な
買
い
物
で
あ
る
。
「
安
く
て
も
よ

い
も
の
が
欲
し
い
」
と
考
え
る
の
は
当
然

だ
。 

し
か
し
、
住
宅
に
関
し
て
は
、
お
買
い
得

品
は
絶
対
な
い
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
日
常

の
生
活
用
品
は
自
分
の
目
で
現
物
を
見

ら
れ
、
実
体
を
わ
か
っ
て
購
入
す
る
か
ら

あ
き
ら
め
も
つ
く
。
住
ま
い
の
欠
陥
は
住

ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。 

①
宅
地
に
つ
い
て 

・
地
盤
の
形
成
は
大
丈
夫
か
。 

雨
の
日
に
現
地
を
訪
問
し
、
排
水
状
況
、

土
の
濡
れ
具
合
な
ど
を
調
べ
る
。 

近
隣
か
ら
の
聞
き
込
み
（
以
前
は
ど
の
よ

う
な
地
盤
か
、
畑
か
、
田
圃
か
、
丘
陵
地

か
、
沼
か
）
な
ど
を
調
べ
る
。 

・
建
築
協
定
な
ど
が
組
ま
れ
て
な
い
か
。 

・
都
市
計
画
区
域
内
の
市
街
化
調
整
区
域

だ
と
家
は
建
て
ら
れ
な
い
。 

②
建
売
住
宅
に
つ
い
て 

・
建
築
確
認
、
検
査
済
証
な
ど
が
そ
ろ
っ

て
い
る
か
。 

検
査
済
証
は
、
良
い
建
築
か
否
か
の
判
断

書
で
は
な
い
。
行
政
の
法
規
を
遵
守
し
て

い
る
か
否
か
を
調
べ
る
だ
け
の
も
の
。 

・
設
計
図
書
は
そ
ろ
っ
て
い
る
か
。 

・
購
入
契
約
は
現
場
下
見
の
後
で
。 

購
入
契
約
を
す
る
前
に
、
第
三
者
の
建
築

専
門
家
に
下
見
検
査
を
し
て
も
ら
い
、
欠

陥
、
不
具
合
な
ど
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
契
約
、
購
入
す
る
。 

③
注
文
住
宅 

・
住
宅
会
社
の
坪
単
価
に
だ
ま
さ
れ
な
い
。 

・
工
期
に
つ
い
て
無
理
を
い
わ
な
い
。 

・
頭
ご
な
し
に
値
切
ら
な
い
。 

値
切
る
と
見
え
な
い
部
分
の
使
用
材
質

を
落
と
し
て
帳
尻
を
合
わ
さ
れ
る
。 

安
け
れ
ば
い
い
と
い
う
風
潮
が
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
、
妥
当
な
金
額
か
ど
う
か
を

専
門
家
に
積
算
し
て
も
ら
う
こ
と
を
す

す
め
た
い
。
妥
当
な
金
額
で
契
約
し
よ
う
。 

          

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅
５９
の
手
口 
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理
事 

宮
田 

義
弘 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
に
私
が
入
会
し
て

六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
昨
今
、
横
浜

グ
ル
ー
プ
で
毎
週
無
料
電
話
相
談
員
と

し
て
色
々
な
問
題
に
対
応
し
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。 

そ
の
電
話
を
通
じ
て
「
建
築
Ｇ
メ
ン
」

の
称
号
が
一
般
の
方
々
に
認
知
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
私
達
建
築
Ｇ
メ
ン
と
一

般
消
費
者
の
間
に
ず
れ
が
あ
る
様
に
思

い
ま
す
。 

私
達
、
い
え
私
自
身
は
「
建
築
Ｇ
メ
ン

の
方
」
と
、
過
大
な
認
識
を
し
て
い
る
依

頼
者
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
そ

の
方
々
の
思
い
を
い
つ
も
謙
虚
に
受
け

止
め
て
活
動
す
る
様
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
依
頼
者
は
「
建
築
Ｇ

メ
ン
は
全
て
を
わ
か
っ
て
い
て
常
に
正

し
い
事
を
言
っ
て
く
れ
る
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

私
は
意
匠
設
計
を
本
業
と
し
て
、
設

計
・
監
理
に
時
間
を
費
や
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
施
工
に
従
事
し
た
方
と
は
施

工
の
知
識
は
希
薄
で
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
い
つ
も
施
主
側
に
立
っ
て
処
理
し

て
お
り
ま
す
。 

設
計
業
務
と
は
、
い
か
に
施
主
の
思
い

を
図
面
化
し
て
施
工
者
に
伝
え
ら
れ
る

か
・
・
・
の
戦
い
で
す
。
こ
の
、
施
主
の

思
い
、
施
工
者
の
思
い
を
い
か
に
調
整
し

て
一
つ
の
仕
事
を
各
設
計
担
当
者
（
構

造
・
電
気
・
設
備
等
）
と
協
力
し
て
全
身
、

全
霊
を
傾
け
て
ま
と
め
上
げ
る
の
が
「
設

計
監
理
業
務
」
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
思
い
は
設
計
監
理
者
と
し
て
は
当

然
で
あ
り
常
識
的
な
行
為
で
す
。 

建
築
業
界
の
現
状
を
見
る
と
、
日
本
の

建
築
史
の
中
で
棟
梁
制
が
く
ず
れ
、
住
宅

産
業
（
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
）
全
て
で
は

無
い
に
し
ろ
、
利
益
に
走
り 

情
報
提
供

者
を
利
用
し
て
一
般
消
費
者
に
強
烈
に

そ
の
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

ば
か
り
が
増
え
て
き
て
、
設
計
監
理
者
の

立
場
と
か
施
工
者
の
立
場
を
無
視
し
、
破

壊
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
て
（
施
主

を
も
）
を
支
配
出
来
る
と
ば
か
り
主
張
し

て
、
住
宅
建
設
業
界
を
金
銭
的
、
社
会
的

に
も
優
位
に
立
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く

で
す
。
こ
の
事
は
業
界
に
携
わ
っ
て
い
る

者
だ
け
が
悪
い
訳
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
認
め
る
消
費
者
に
も
責

任
が
あ
り
、
又
、
設
計
者
、
施
工
者
を
含

め
て
、
こ
の
世
の
中
の
流
れ
が 

文
化
・

情
・
わ
び
、
さ
び
・
ら
し
さ
な
ど
と
い
う

日
本
の
気
候
・
風
土
か
ら
育
ま
れ
て
き
た

感
覚
を
忘
れ
、
直
接
的
・
打
算
的
な
方
向

に
流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
世
の
中

の
流
れ
は
施
工
側
に
も
影
響
し
て
、
悪
さ

を
す
る
人
や
悪
さ
を
せ
ざ
る
を
え
な
い

人
が
横
行
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

私
は
、
こ
の
様
な
現
状
で
一
般
消
費
者

が
、
欠
陥
建
築
に
悩
ま
さ
れ
る
事
無
く
普

通
に
過
ご
せ
る
様
に
力
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
で
こ
の
会
に
入
会
し
、
今
回
理

事
を
拝
命
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
通
り
ト
ラ
ブ
ル

を
処
理
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
如
何

に
欠
陥
建
築
を
な
く
す
か
、
を
目
指
し
皆

様
の
御
意
見
と
御
協
力
を
頂
き
、
建
築
Ｇ

メ
ン
の
会
の
発
展
の
為
微
力
な
が
ら
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
御

願
い
致
し
ま
す
。 

   

理
事 

蒲
生 

政
明 

こ
の
た
び
建
築
Ｇ
メ
ン
の
認
証
を
い

た
だ
き
ま
し
た
蒲
生
政
明
と
申
し
ま
す
。 

山
形
市
で
建
築
物
の
調
査
・
診
断
や
検

査
等
を
専
門
に
行
う
「
企
業
組
合
ハ
ウ
ス

ド
ク
タ
ー
や
ま
が
た
」
と
い
う
会
社
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
数
社
の
設
計
事
務
所

が
集
ま
っ
て
創
っ
た
会
社
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
は
団
塊
の
世
代
を
中
心
に
す
べ
て

六
〇
歳
代
で
す
。
長
く
設
計
事
務
所
を
経

験
し
て
き
た
者
ば
か
り
で
す
が
、
建
築
Ｇ

メ
ン
の
会
で
研
さ
ん
を
積
み
な
が
ら
、
今

後
は
社
会
の
た
め
に
知
識
や
経
験
を
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

東
北
地
方
で
も
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
は
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
解
決
す
る
た
め

の
情
報
や
支
援
体
制
が
不
足
し
て
お
り
、

多
く
の
被
害
者
が
泣
き
寝
入
り
を
強
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
会
員
も
ま
だ
ま

だ
尐
な
い
地
域
で
す
の
で
、
全
国
の
建
築

Ｇ
メ
ン
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
尐
し
で
も
東
北
地
方
に
も
光
が

当
た
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 全

国
の
建
築
Ｇ
メ
ン
の
皆
様
の
ご
指

導
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ɵ

₴
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○
相
談
件
数 

５
月
47
件 

相
談
内
容
の
内
訳
（
重
複
回
答
有
り
） 

¶  

施
工
問
題 

 
 

15
件
（
28
％
） 

̑

˗
ǵ

 

̑

˗
ɵ
┴

ɟ
ɱ
ǵ

 



（ 6 ）  2 0 0 8 年 （ 平 成 2 0 年 ） 7 月 4 日  N P O 法 人 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 6 2 号  

欠欠陥陥住住宅宅 ・・欠欠陥陥建建築築でで悩悩むむ人人をを救救いい、、住住宅宅検検査査のの技技術術向向上上をを目目指指すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの会会   

¶  

調
査
問
合
せ 

 

14
件
（
26
％
） 

¶  

瑕
疵
問
題 

 
 

７
件
（
13
％
） 

¶  
契
約
問
題 

 
 

５
件
（
９
％
） 

¶  

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
２
件
（
５
％
） 

¶  

設
計
問
題 

 
 

２
件
（
５
％
） 

¶  

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般 

１
件
（
２
％
） 

¶  

土
地
問
題 

 
 

１
件
（
２
％
） 

¶  

業
者
と
の
紛
争 
１
件
（
２
％
） 

¶  

そ
の
他 

 
 
 

３
件
（
８
％
） 

相
談
窓
口
の
情
報
源 

¶  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
26
件
（
56
％
） 

¶  

新
聞
・
書
籍 

 

１
件
（
３
％
） 

¶  

そ
の
他 

 
 
 

19
件
（
41
％
） 

○
調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数 

８
件 

¶  

建
物
の
目
視
調
査 

 
 

３
件 

¶  

工
事
中
建
物
の
第
三
者
検
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
件 

¶  

瑕
疵
総
合
調
査 

 
 

２
件 

¶  

売
買
物
件
の
引
渡
し
前 

の
検
査 

 
 
 
 
 
 

１
件 

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の
み
掲
載 

 

Ɵ

ҵ
Ὀ
˓
♥
Ƞ
ɱ
ȯ

Ɇ
ǒ
Ȑ 

≢
│

⌐

┼
▪
fi
◔

♩
─
↔

╩

⅔

™
⇔
≡
™
╕
∆

↓
↓
≢
│

↔

╩
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【
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
不
具
合
調
査
を

依
頼
さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

施
工
中
か
ら
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が

多
く
、
業
者
の
説
明
も
ご
ま
か
し
に
し
か

思
え
ず
、
相
談
し
ま
し
た
。
専
門
知
識
の

な
い
私
ど
も
に
対
し
、
親
身
に
な
っ
て
分

か
り
易
い
説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

業
者
に
対
し
て
は
厳
し
く
指
摘
を
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
重
大
な
瑕
疵
を
認
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

何
十
年
も
住
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
建

築
Ｇ
メ
ン
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
（
宮
崎
県
在
住
の
方
か
ら
） 

 【
購
入
前
建
売
住
宅
の
調
査
を
依
頼
さ

れ
た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

 

事
前
調
査
、
内
覧
会
の
二
度
に
わ
た
っ

て
建
築
Ｇ
メ
ン
に
見
て
頂
い
て
安
心
し

て
一
戸
建
て
を
購
入
で
き
ま
し
た
。
一
時

間
の
約
束
で
依
頼
し
た
の
で
す
が
隅
々

ま
で
丁
寧
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き

三
〇
分
長
く
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一

生
の
買
い
物
、
真
剣
さ
が
伝
わ
り
「
買
い
」

の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。 

 

購
入
後
も
定
期
的
に
検
査
し
て
い
た

だ
く
と
助
か
り
ま
す
。
無
料
と
は
申
し
ま

せ
ん
が
安
め
の
依
頼
料
で
や
っ
て
も
ら

え
る
と
安
心
し
て
長
く
住
め
ま
す
。
一
～

二
年
に
一
度
く
ら
い
、
再
び
同
じ
建
築
Ｇ

メ
ン
に
お
願
い
し
た
い
で
す
。 

（
東
京
都
在
住
の
方
か
ら
） 

 
 □

08
年
度
第
一
回
研
修
会
の
ご
案
内 

日
時
▽
08
年
７
月
27
日
（
日
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
00
分
～
16
時
45
分 

場
所
▽
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
五
階
第
四
講
習
室 

交
通
▽
JR
／
東
急
線
大
井
町
駅
前 

講
演
内
容
▽ 

一
時
限
目
：
13
時
00
分
～
14
時
30
分 

「
建
築
G
メ
ン
の
た
め
の
法
律
知
識
」 

 

講
師
：
山
本
孝 

弁
護
士 

（
当
会
副
理
事
長
）  

二
時
限
目
：
14
時
45
分
～
16
時
45
分 

「
建
築
G
メ
ン
の
抱
え
る
法
律
の
疑
問
」 

講
師
：
赤
坂
裕
志 

弁
護
士 

（
当
会
理
事
） 

参
加
費
▽
会
員
四
千
円
・
非
会
員
五
千
円 

主
催
・
お
問
合
せ
▽
建
築
G
メ
ン
の
会 

（
０
４
２
・
３
１
１
・
４
１
１
０
） 

 
 

～
編
集
後
記
～ 

二
〇
〇
八
年
度
定
例
総
会
を
終
え
、
新

し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年

も
会
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
会
報
を

充
実
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
、
皆
様
か
ら
の

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
ま
た
大
き
な
地
震
が
東
北
地

方
で
発
生
し
て
、
多
く
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｔ
） 
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